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(3）学習に対する支援を行う。
　2．生活支援
(1）保健管理センターと連携し、心身の健康を支援する。
(2）ハラスメント対応等人権保障に取り組む。
(3）学生の多様性に配慮する。
(4）感染症対策や災害対策など危機管理体制を整備する。

　3．進路支援
(1）キャリア支援室と連携し、初年次から進路形成支援を行う。
(2）望ましい職業観・勤労観を育成する。
(3）国際的視野を醸成する。

　4．課外活動支援
(1）自主的な課外活動を支援する。

【保護者等との連携】
　1．学生支援の実施にあたり、学友会並びに学生後援会と連携する。
　2．学生支援の実施にあたり、保護者へ情報提供を行う。
【学生支援の体制】
　1．学生支援は、チューター教員制度を基盤とする。
　2．学生支援の企画運営は、学長の指示のもと、学生部長及び学生支援委員長が担当し、学生・入
試課を含む事務局は、教員と協働して業務に当たる。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、看護学に関する教育、研究の充実と発展を
図るため、次のとおり教育研究環境整備の方針を定める。
　1．学生及び教職員が、安全・安心な環境において学修及び教育研究を進められるキャンパス整備
を推進する。

　2．教育研究活動を促進するため、図書施設及び学術情報サービスを充実させる。
　3．研究ブランド確立のため、看護学に口腔医学の観点を取り入れた研究に関する環境を充実させる。
　4．教育研究環境の基盤となる安全・安心な学内LANの構築と維持管理を実施する。
　5．研究の適正化を目的として、研究マネジメント体制を充実させる。

　福岡看護大学が有する人的・物的・知的資源を活用するとともに、地域や行政および医療・保健・
福祉関係機関等との連携関係を構築し、健康長寿社会の形成および地域社会の活性化に資する
ため、以下のとおり、社会連携・社会貢献の方針を定める。
　1．地域連携センターにおいて地域連携の在り方を体系的に整理し、地域連携推進戦略を策定す
るとともに継続的な地域貢献活動を行う。

　2．地域連携センターを中心に、地方自治体、看護協会、医師会・歯科医師会等の公共団体、産業
界および福岡都市圏大学との連携を推進し、地域の課題を共有し、協働して解決に努める。

　3．社会貢献推進委員会を中心に、地域連携センターおよび医科歯科総合病院病診連携室と協働
して地域の医療・保健・福祉等に係る諸問題を検討し、地域社会の発展と課題解決に貢献する。

　4．社会に開かれた大学として「公開講座」「講演会」「出前講座」「看護職等継続教育支援」「小中高
教育支援」等の生涯教育事業を通じて、教育研究成果を継続的に発信し地域社会に貢献する。

　5．医療に関わる人材を育成する大学として、看護学および保健医療福祉における多職種医療人
への展開をはかり、健康長寿社会の形成に貢献する。

　6．国際交流を積極的に展開し、国際的視野を持つ医療人や教育・研究スタッフの育成を図るとと
もに研究活動の国際的展開のための基盤形成を推進する。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、看護学に関する教育、研究の充実と発展を
図るため、次のとおり管理運営方針を定める。
【中期構想・事業計画・事業報告】
　1．本学が成長発展していくために進むべき中期的な方向性を示すため、中期構想を策定する。
　2．中期構想を実現するため、年度ごとに事業計画を策定する。また、事業計画に基づき実施した
事業内容を明らかにし、検証・改善するため、年度ごとに事業報告書を作成する。

　3．中期構想及び事業計画の策定、事業報告書の取り纏めにあたっては、学長のもと各種事業の
進捗状況並びに各種委員会及び所属教職員の意見等を踏まえることとし、法人（理事長）が総
括する。

【大学の管理運営】
　1．学長は、教職員を統督し、本学の校務に関する事項について決定する。
　2．本学の校務の執行は、関係法令及び学園諸規定等に従い適正に行う。
　3．法人は、医療・保健・福祉の総合学園として永続的に発展し、学問の進展と社会貢献に寄与す
るため、教育・研究・診療環境を整備し、経営並びに学長の選任に関して責任を負う。

【中・長期財政計画】
　1．本学が永続的に発展し、安定した財政基盤の確立を図りつつ、教育・研究の一層の活性化を進
めていくため、中・長期財政計画を策定する。

　2．教育研究活動の維持・向上及び将来的な施設、設備等の更新のため、経常収支の均衡を図り、
安定的な財政基盤を確保する。

【予算編成・予算執行】
　1．年度の事業計画を遂行するため、中・長期財政計画に基づき、予算編成の基本方針を策定する。
　2．予算は、予算基本方針に基づき編成する。また、予算編成にあたっては、理事会が決定する。
　3．予算執行は配当予算の範囲内で適正かつ効率的に執行する。
【事務組織の運営】
　1．事務局長は、理事長の命を受け、事務組織を統轄する。
　2．事務組織は、業務を円滑かつ効果的に行うため、専門性に配慮して適切に編制する。
　3．教育研究活動及び学生支援を強化するため、教員と職員の連携を推進する。
【職員の採用】
　1．大学の適正な運営に資するため、優秀で多様な人材を広く募集することを原則とし、適性・能力
を基準とした公正な選考を行う。

　2．主体性、倫理観、問題解決能力、誠実性、実行力、協調性を重視するとともに、配属先に応じた専
門性に留意する。

　3．年齢や性別のバランスに配慮し、将来を見据えた人事管理を行う。
【スタッフ・ディベロップメント（SD）の実施】
　1．大学を取り巻く環境の変化に柔軟に対応するとともに、教育研究活動等の適切かつ効果的な
運営を図るため、教職員の能力及び資質を向上させることを目的とする。

　2．年度ごとに実施計画を策定し、適時、その内容・方法・効果等について検証を行い、改善を図る。
　3．幅広く知識及び技能を習得させるため、学外研修を実施するほか、自律的な能力開発に対する
支援を推進する。

【大学運営の担保】
　1．大学運営の適切性を担保するため、独立監査人、監事及び内部監査室による監査を実施する。
　2．監査に際しては、三者で定期的に協議の場を設け監査計画の摺合せ、情報交換等を行う。

日本と海外の情勢の違いについて、

日本は安全面を重視するのでそれは

とてもいいことだと思いますが、それ

が今回は少し裏目に出ているのかな、と感じまし

た。日本の情勢が変化していることも知れました

し、勉強不足を感じましたのでもっと勉強したいと

思いました。

医科歯科総合病院で
ワクチン接種を行っています

インターネットでのご予約

電話での予約・相談

ワクチンに関する情報はお住まいの都道府県もしくは厚生労働省など
公的機関のホームページなどでもご確認ください！

福岡歯科大学医科歯科総合病院では、
新型コロナワクチン接種を行っております。
接種を希望される方は下記にてお申し込みください。

インターネットでの接種予約を希望する場合は、接種予約サイトをご利用ください。
予約には接種券が必要です。

電話での接種予約や相談を希望する場合は、コールセンターへお電話ください。
予約には接種券が必要です。
福岡市新型コロナワクチン接種コールセンター
092-260-8405 受付時間：8時30分～17時30分（土曜日、日曜日、祝日も実施）

https://vaccines.sciseed.jp/fukuokacity/
※パソコンやスマートフォンからアクセスできます。

対談を終えて

国の危機管理の道具としてワクチンが位

置付けられていることや、RNAウイルスが

頻回に変異していることなど、知らなかっ

たことがたくさんありました。皆森さんも言われたんです

が、メディアリテラシーの部分では、これまで論文を検

索するところまで行きつかなかったのですが、難しいか

もしれないけれど学会誌など検索していこうと思いまし

た。また保健師なら住民の方が得ている情報を知り、自

分たちの情報との齟齬を確認し、対象者への対応を

行わねばならないと思いました。

ワクチンのことで正直分からないことが

たくさんあったのですが、変異株のこと

や需要と供給のこと、社会情勢のことま

で知ることができて勉強になりました。情報の収集は

インターネットが多いので、保健師・看護師として働く

ときに対象者に正しい情報を伝えるためにもメディア

リテラシーを意識しようと思いました。

自分の疑問や同級生がどういう不安を持っ

ているのかを共有することができてよかった

です。日本製のワクチンについては、ワクチ

ン製造に至る日本の仕組みと海外との違いを初めて知

り、ワクチンについてより興味が深まりました。

ワクチン接種を受けることや、感染予防行動について、

自分の感じる小さな不安をみんなでさらけ出して情報と

向き合いたいと思います。

お忙しいなか、インタビューに答えていただきありがとうご

ざいました。

厚生労働省　新型コロナワクチンについて

谷口真悠
さん

野上舞
さん

熊谷祐香
さん

皆森雅人
さん

福岡看護大学の各種方針が、2021年7月13日開催の第564回理事会で決定致しました。詳細は次のとおりです。

内部質保証の方針、体制及び手続
　福岡看護大学は、建学の精神「教育基本法及び学校教育法に基づき、看護学に関する専門の学術
を教授研究し、教養と良識を備えた有能な看護専門職を育成することを目的とし、社会福祉に貢献
するとともに、看護学の進展に寄与することを使命とする」、及び中期構想に基づき、看護学に関する
教育、研究の充実と発展を図るため、学則第2条を踏まえ、次のとおり内部質保証の方針、体制及び手
続について定める。
【内部質保証の方針】
　教育研究水準の向上を図り、福岡看護大学の目的及び社会的使命を達成するため、自己点検・評
価委員会を置き、教育支援・教学IR室、教授会、研究科委員会と連携を図り、教育研究活動等の状
況について自ら点検・評価を行うことにより、内部質保証を推進する。また、自発的な教育の質の向上・
推進を大学の組織文化として醸成する。
【内部質保証の体制及び手続】
　Ⅰ．内部質保証の体制

　大学全体の内部質保証に責任を負う組織として、学長を委員長とし副学長、研究科長、役職
教員等及び事務局により組織する自己点検・評価委員会を内部質保証推進組織として置き、
下部組織としてFD・自己点検・評価推進委員会を置く。各委員会の役割は次のとおりである。

　≪自己点検・評価委員会≫
　1．次の全学的事項について内部質保証の観点から審議する。
（1）自己点検・評価及び内部質保証の基本方針並びに基本事項の策定等
（2）大学基準協会の評価項目に準拠して行う、隔年毎の自己点検・評価報告書「現状と課題」及
び「改善報告書」の作成及び公表

（3）中期構想に沿った事業計画の策定及び報告
（4）その他、大学の部署が行う評価活動

　2．自己点検・評価の結果について、理事長に報告し、かつ公表する。
　3．学長は、自己点検・評価委員会の自己点検・評価の結果に基づき、改善が必要と思われる事項
については、FD・自己点検・評価推進委員会、各委員会、事務局等に改善を促し、その報告を求
めるものとする。

　≪FD・自己点検・評価推進委員会≫
　1．自己点検・評価委員会の指示に基づき教育の質保証に向けた活動を実施し、報告する。
　2．各委員会等と連携を図り、次の事項について内部質保証の観点から審議する。
（1）自己点検・自己評価委員会が審議した自己点検・評価項目及び内部質保証の基本方針に則
り、点検・評価に必要な根拠資料の作成

（2）学修成果の評価の方針（アセスメント・ポリシー）に基づき、教育活動全体の成果を検証・評価
（3）大学基準協会の評価項目に準拠して行う、隔年毎の自己点検・評価報告書「現状と課題」及
び「改善報告書」の（案）を作成

（4）中期構想に基づいた事業計画の策定及び進捗状況の報告（案）を作成
（5）その他、大学の部署が行う評価活動

　Ⅱ．内部質保証の手続き
　自己点検・評価委員会は、教育成果の可視化に関する業務を担う教育支援・教学IR室との
連携を図り、FD・自己点検・評価推進委員会等に対して、福岡看護大学自己点検・評価委員会
規則第5条第2項に規定する事項に関する内容について、事業計画の達成状況等を踏まえ点
検・評価を指示する。
　FD・自己点検・評価推進委員会は、各担当委員会等と連携し点検・評価結果を報告書とし
てまとめ、自己点検・評価委員会に報告する。
　自己点検・自己評価委員会は、点検・評価結果を受け、全学的な観点から審議し、改善・改革
の指示を出すとともに、その成果を確認する。
　このように、自己点検・評価委員会を中心として、全学的なPDCAサイクル（P=Plan 計画を
立てる、D=Do 実行する、C=Check 評価する、A=Action 改善する）を円滑に回し、改善・改
革を推進する。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、対象の尊厳とwell-beingを支える看護専
門職者の育成を目指した教育、研究の充実と発展を図る。このための教育研究組織の編制方針を次
の通りに定める。
　1．本学の理念・目的を実現するために必要な学部、研究科を始めとする教育研究組織を適切に
整備・編成するとともに、これらが横断的に機能・連携する体制を構築する。

　2．教育研究組織は、大学の特徴はもとより、学問の動向や社会的要請、大学を取り巻く様々な環
境等に適切に配慮するよう配置する。

　3．学長は、教育研究組織の管理・運営のために委員会等を設置し統督する。
　4．学長は、教育研究組織を定期的に点検・評価し、その結果より改善・向上を図るものとする。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、看護学に関する教育、研究の充実と発展、
及び看護教育及び地域社会への貢献を図るため、次のとおり求める教員像及び教員組織の編制の
方針を定める。
【求める教員像】
　1．優れた人格と見識を有し、かつ健康で、また、優れた教育研究指導上の能力と教育研究業績及
び豊富な臨床経験を有し、教育及び研究に対して熱心に取り組む者

　2．「学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）、
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）」を十分に理解し、本学の理念・目的の実現の
ため教育及び研究に専念する者

　3．本学の建学の精神を理解し、看護学の発展及び口腔から全身への健康支援の推進に寄与で
きる者

【教員組織の編制方針】
　1．教員組織の編制及び人事の立案並びに教育研究活動については学長が統督する。
　2．関係法令より定められた基準に基づき、適切な教員数を配置する。
　3．教育研究上の必要性を踏まえた上で、年齢構成及び性別等に配慮した教員組織を編制する。
　4．教員の募集、採用、昇任等は、公正かつ適切に実施する。
　5．FD活動を組織的に推進し、教育の資質向上を図り、教育内容・方法などの改善に継続的に取
り組む。

　6．教員の教育及び研究活動の業績を評価し、その活性化を図る。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、すべての学生が学業に専念し、 充実した学
生生活を通して看護専門職者として成長することを目的として、次のとおり学生支援の方針を定める。
【学生支援の内容】
　1．修学支援
(1）学生が自らの学習に専念できる環境を整備する。
(2）特待生制度、奨学金等の育英奨学事業を行う。

教育研究組織の編制方針

学生支援の方針

教育研究環境整備の方針

社会連携・社会貢献の方針

管理運営方針

求める教員像及び教員組織の編制方針

福岡看護大学の各種方針が決定

学園の話題
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■集団接種会場における支援について
（8月31日時点）

【支援者数・期間】

医師       延べ29名（7月1日～8月31日）
歯科医師 延べ236名（5月28日～8月31日）
看護師    延べ43名（5月16日～8月25日）
（うち、福岡看護大学17名）
※9月1日以降9月22日まで延べ52名の予定
 （うち、福岡看護大学19名）

【主な支援会場】

マリンメッセ福岡B館、中央ふ頭クルーズ
センター、福岡市西部地域交流センター
さいとぴあ、福岡市ももち体育館

学園の話題

学
校
法
人
福
岡
学
園 

開
学
記
念
式
典
を
挙
行

福
岡
歯
科
大
学 

個
別
面
談
会
を
開
催

　
在
学
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た「
個
別
面
談
会
」が
8
月
1
日
・
22
日
、福
岡

歯
科
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
保
護
者
・
大
学
が
一
体
と
な
っ
て
、今
ま
で
以
上
に
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、2
0
1
9
年
度
よ
り
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り「
学
年
説
明
会
」 

に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
学
年
別
教
育

状
況
お
よ
び
大
学
概
況
資
料

（
音
声
付
動
画
）を
掲
載
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

徹
底
し
た
う
え
で
、対
面
の

ほ
か
電
話
で
の
面
談
も
行
い

ま
し
た
。両
日
合
せ
て
2
6
8

名
も
の
保
護
者
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、参
加
さ
れ
た

保
護
者
の
方
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、学
生
の
様
子
や
大
学
の

取
り
組
み
が
良
く
分
か
り
、

と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
7
月
27
日
、福
岡
歯
科
大
学
本
館
9
階
講
堂
に
お
い
て
、学
校
法
人
福
岡
学
園

開
学
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、水
田
理
事
長
を
は
じ
め
、学
内
外
の
関
係
者
が
出
席
し
、名
誉
教

授
称
号
授
与
、永
年
勤
続
者
表
彰
、福
岡
歯
科
大
学
・
福
岡
医
療
短
期
大
学 

最

優
秀
教
育
改
善
賞
表
彰
、福
岡
歯
科
大
学
・
福
岡
看
護
大
学
特
待
生
表
彰
、福

岡
医
療
短
期
大
学 

特
別
奨
学
生
表
彰
、研
究
優
秀
賞
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
度
は
、福
岡
学
園
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
管
理
室
に
理
事
長
特
別
賞
、福
岡

医
療
短
期
大
学
の
学
生
に
福
岡
医
療
短
期
大
学
校
章
デ
ザ
イ
ン
優
秀
賞
が
併
せ

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院 

職
域
接
種
の
実
施
／
福
岡
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
支
援
へ

　
医
科
歯
科
総
合
病
院
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、本
学
園
の
学
生
お
よ
び
教
職
員
と
そ
の
家

族
・
親
族
・
近
隣
住
民
等
に
お
け
る
希
望
者
を
対
象
と
し
た
職
域
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。職
域
接
種
の
実
施
に

よ
っ
て
地
域
負
担
の
軽
減
や
接
種
の
加
速
化
を
図
り
、安
心
安
全
な
教
育
・
研
究
・
医
療
環
境
を
学
生
や
教
職
員
、地

域
の
皆
さ
ま
へ
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
特
例
に
よ
り
歯
科
医
師
も
容
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

福
岡
市
か
ら
の
要
請
の
も
と
、本
学
園
の
医
師
、看
護
師
に
加
え
、歯
科
医
師
も
集
団
接
種
会
場
に
お
い
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
に
先
駆
け
、歯
科
医
師
を
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
打
ち
手
講
習
会
が
院
内
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
必
要
な
解
剖
学
の
基
礎
知
識
な
ど
を
座
学
で
学

ん
だ
後
、模
型
と
実
際
の
注
射
器
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、参
加
者
は
打
つ
箇
所
や
一
連
の
流
れ
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
政
府
お
よ
び
自
治
体
の
方
針
に
基
づ
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
収
束
に
向
け
て
最
大
限
の
協
力
を
行
い
、社

会
貢
献
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 理事長挨拶

理事長特別賞表彰

歯科医師によるワクチン接種の打ち手講習会

看護師によるワクチン接種の様子
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7月10日土
7月31日土
8月20日金
9月18日土

福岡医療短期大学

実施日

内 容 入学者選抜の説明、
歯科衛生士の業務について説
明、在学生との交流会、歯科衛
生士体験など

7月18日日
7月31日土
10月2日土

福岡看護大学

実施日

内 容 模擬講義、カリキュ
ラム紹介、看護体験、進路相談、
在学生との交流会など

学園の話題

　
福
岡
医
療
短
期
大
学
で
は
、受
験
生
を
は

じ
め
、在
学
生
や
卒
業
生
、保
護
者
の
方
な

ど
多
く
の
方
々
に
福
岡
医
療
短
期
大
学
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
さ
ら

に
活
用
す
べ
く
、こ
の
度
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大

幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。情
報
の
探

し
や
す
さ
に
配
慮
し
た
構
成
と
し
た
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
中
心
と
し
た
小
さ
な
デ
バ

イ
ス
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
福
岡
医
療
短
期
大
学
の
最
新
の

情
報
を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
8
月
26
日
、福
岡
歯
科
大
学 

本
館
講
堂

に
お
い
て
、第
6
学
年
激
励
会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
激
励
会
は
、歯
科
医
師
国

家
試
験
合
格
を
目
指
し
、よ
り
士
気
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
例
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。会
場
で
は
、学
生
全
員
に
お
弁
当
と

マ
ー
ク
シ
ー
ト
用
筆
記
具
セ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、

水
田
理
事
長
を
は
じ
め
、髙
橋
歯
科
大
学

長
、城
戸
寛
史
教
授（
第
6
学
年
担
当
教

員
）、稲
井
哲
一
朗
教
授（
学
生
部
長
）よ
り

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、学
生
を
代
表
し
て
星
﨑
未
宙

さ
ん
が
合
格
だ
る
ま
の
目
入
れ
を
行
い
、第

6
学
年
の
学
生

た
ち
は
合
格
に

向
け
て
さ
ら
に

気
持
ち
を
引
き

締
め
ま
し
た
。 福

岡
歯
科
大
学

令
和
3
年
度

激
励
会
を
開
催

オープンキャンパスを開催オープンキャンパスを開催
　福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学
でオープンキャンパスが開催されました。今年度のオー
プンキャンパスは、新型コロナウイルス感染拡大防止対
策を徹底しながら、すべての大学で対面式で実施。各校
の特色を活かしたプログラムを体験した高校生や保護
者からは、「様々な体験をし、さらに興味が湧いた」「雰囲
気の良さが感じられた」「学校の内容等詳しく理解でき
た」「パンフレットやインターネットで見るよりもずっと魅力
的に感じた」など参加して良かったと喜びの声が寄せら
れました。

福岡歯科大学

福岡医療短期大学
10月16日土、11月7日日、12月18日土、
2022年1月29日土、2022年3月25日金

10月23日土

今後のオープンキャンパス日程

7月31日土

福岡歯科大学

実施日

内 容 入学者選抜の説明、
歯科医師体験、施設見学、模擬
実習、個別進学相談コーナー・
在学生相談コーナーなど

https://www.fdcnet.ac.jp/jcol/URL

福
岡
医
療
短
期
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニュ
ー
ア
ル

お知らせ

お問合せ先 学校法人福岡学園 財務課
TEL：092-801-0411（内線1553）　FAX：092-801-4909　E-mail：zaimu@college.fdcnet.ac.jp

●募金実績額（2018年7月1日～2021年8月31日ご寄付分）

合計 574件 65,283,000円
学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金のお申し込みについて
お電話にて下記問合せ先にご連絡ください。募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。また、「創立50周年特設記念サイト」
からクレジットカードによる募金を行うことができます。

　2018年7月より開始しました「学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金」について、多くの方から
ご寄付をいただいており、創立50周年特設記念サイトに「寄付者ご芳名一覧」を掲載させていただいております。
ご寄付いただきました個人・法人の皆様には厚く御礼申し上げます。

「学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金」実績報告

福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学
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7月10日土
7月31日土
8月20日金
9月18日土

福岡医療短期大学

実施日

内 容 入学者選抜の説明、
歯科衛生士の業務について説
明、在学生との交流会、歯科衛
生士体験など

7月18日日
7月31日土
10月2日土

福岡看護大学

実施日

内 容 模擬講義、カリキュ
ラム紹介、看護体験、進路相談、
在学生との交流会など

学園の話題

　
福
岡
医
療
短
期
大
学
で
は
、受
験
生
を
は

じ
め
、在
学
生
や
卒
業
生
、保
護
者
の
方
な

ど
多
く
の
方
々
に
福
岡
医
療
短
期
大
学
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
広
報
ツ
ー
ル
と
し
て
さ
ら

に
活
用
す
べ
く
、こ
の
度
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大

幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。情
報
の
探

し
や
す
さ
に
配
慮
し
た
構
成
と
し
た
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
中
心
と
し
た
小
さ
な
デ
バ

イ
ス
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
福
岡
医
療
短
期
大
学
の
最
新
の

情
報
を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
8
月
26
日
、福
岡
歯
科
大
学 

本
館
講
堂

に
お
い
て
、第
6
学
年
激
励
会
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
激
励
会
は
、歯
科
医
師
国

家
試
験
合
格
を
目
指
し
、よ
り
士
気
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
例
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。会
場
で
は
、学
生
全
員
に
お
弁
当
と

マ
ー
ク
シ
ー
ト
用
筆
記
具
セ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、

水
田
理
事
長
を
は
じ
め
、髙
橋
歯
科
大
学

長
、城
戸
寛
史
教
授（
第
6
学
年
担
当
教

員
）、稲
井
哲
一
朗
教
授（
学
生
部
長
）よ
り

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、学
生
を
代
表
し
て
星
﨑
未
宙

さ
ん
が
合
格
だ
る
ま
の
目
入
れ
を
行
い
、第

6
学
年
の
学
生

た
ち
は
合
格
に

向
け
て
さ
ら
に

気
持
ち
を
引
き

締
め
ま
し
た
。 福

岡
歯
科
大
学

令
和
3
年
度

激
励
会
を
開
催

オープンキャンパスを開催オープンキャンパスを開催
　福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学
でオープンキャンパスが開催されました。今年度のオー
プンキャンパスは、新型コロナウイルス感染拡大防止対
策を徹底しながら、すべての大学で対面式で実施。各校
の特色を活かしたプログラムを体験した高校生や保護
者からは、「様々な体験をし、さらに興味が湧いた」「雰囲
気の良さが感じられた」「学校の内容等詳しく理解でき
た」「パンフレットやインターネットで見るよりもずっと魅力
的に感じた」など参加して良かったと喜びの声が寄せら
れました。

福岡歯科大学

福岡医療短期大学
10月16日土、11月7日日、12月18日土、
2022年1月29日土、2022年3月25日金

10月23日土

今後のオープンキャンパス日程

7月31日土

福岡歯科大学

実施日

内 容 入学者選抜の説明、
歯科医師体験、施設見学、模擬
実習、個別進学相談コーナー・
在学生相談コーナーなど

https://www.fdcnet.ac.jp/jcol/URL

福
岡
医
療
短
期
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニュ
ー
ア
ル

お知らせ

お問合せ先 学校法人福岡学園 財務課
TEL：092-801-0411（内線1553）　FAX：092-801-4909　E-mail：zaimu@college.fdcnet.ac.jp

●募金実績額（2018年7月1日～2021年8月31日ご寄付分）

合計 574件 65,283,000円
学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金のお申し込みについて
お電話にて下記問合せ先にご連絡ください。募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。また、「創立50周年特設記念サイト」
からクレジットカードによる募金を行うことができます。

　2018年7月より開始しました「学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金」について、多くの方から
ご寄付をいただいており、創立50周年特設記念サイトに「寄付者ご芳名一覧」を掲載させていただいております。
ご寄付いただきました個人・法人の皆様には厚く御礼申し上げます。

「学校法人福岡学園・福岡歯科大学創立50周年記念募金」実績報告

福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学




